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Ⅰ 母子保健計画の基本理念 

    少子化に伴い、子育て環境が変化する中で、安心して子どもを産み、

子どもが健やかに育まれるためには、思春期から妊娠・出産・育児の一

連のライフサイクルを通して切れ目ない支援体制を構築し、多様性を踏

まえた母子保健サービスが提供されることが重要です。母子保健事業は、

すべての子どもが健やかに成長していくうえでの健康づくりの出発点で

もあり、次の世代を担う子どもたちを健やかに産み育てるための基盤で

もあります。 

    少子化や核家族化が進む中、誰もが安心して暮らし、子どもが健やか

に育つ環境づくりを目指すために本計画の基本理念を次のように定めま

す。 

   

   「誰もが安心して子育てができる」 

   「子どもがよく食べ よく遊び 心身ともにたくましく のびのび育つ」 

 

Ⅱ 計画の性格 

    この計画は、「住田町人口ビジョン・総合戦略・総合計画」の母子保健

に関する領域の実践計画です。 

 

Ⅲ 計画の期間 

    この計画は、平成 31 年度から平成 36 年度までの 6か年計画です。 

     

Ⅳ 施策の基本目標 

「誰もが安心して子育てができる」、「子どもがよく食べ、よく遊び、  

心身ともにたくましく、のびのび育つ」町を形成していくための 5つの目

標を定め取り組んでいきます。 
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基本目標 

1．思春期からの心と体の健康づくり 

2．穏やかな妊娠期と安全な出産 

3．ゆったりと安心した気持ちでの子育て    

4．子どもがたくましく育つための健康づくり   

5．疾病や障害がある子どものその子らしい成長 

 

 

Ⅴ 計画の推進 

    この計画の推進にあたり、基本理念である「誰もが安心して子育てが

できるまちづくり」、「子どもがよく食べ よく遊び 心身ともにたくま

しく のびのび育つまちづくり」をめざし、保健・医療・福祉・教育等

の関係機関との連携を図り、一体感のある事業を展開していくものとし

ます。 

    また、一年ごとに具体的目標の数値により事業を評価するとともに、

現状の把握をしっかり行い、必要があれば事業を見直しながら計画の確

実な推進を図っていきます。 

 

 

Ⅵ 現状と課題 

５つの目標を定め取り組んできました。その現状と課題は次の通りです。 

 

１ 思春期からの心と体の健康づくり 

    思春期における安定したこころと健全な身体の育成は、非常に重要な

ものと捉えて次の事業を行ってきました。 

１）乳児ふれあい体験 

 ２）思春期健康教育 

 ３）関係機関のネットワークづくり 

     

    乳児ふれあい体験は、平成 15 年度より中学校３年生を対象に事業を実

施し、助産師の講話や乳児相談と併せて行う乳児とのふれあい体験を行

っており、生徒の反応から事業の目的である「生命の尊さの理解と父性・

母性の育成」を達成できているものと考えています。今後も継続して実
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施していく必要があります。 

    思春期健康教育としては、県立住田高等学校との連携により講演会を

年 1 回開催しています。思春期の重要な時期であり、テーマを高校と協

議し、①性、②自己肯定感やパートナーシップの尊重、③生活基盤とな

る生活習慣など自立した健康づくりに関する講演を継続していきます。 

現在思春期保健事業は、開業助産師、学校、保健福祉課、相談支援事業

所等と良いネットワークが確立しています。今後も連携して事業を進めて

いきます。 

 

 

２ 穏やかな妊娠期と安全な出産 

    妊婦が穏やかな妊娠期を過ごし、安全な出産を迎えられるよう次の事

業を行ってきました。 

 １）母子健康手帳の交付・個人ファイルの作成・妊婦委託健康診査 

     ２）妊婦相談・妊婦教室・マタニティー通信・妊婦支援事業・妊婦

訪問指導 

     ３）特定不妊治療、一般不妊治療、男性不妊治療、不育症治療への

助成 

 

    町内の妊婦への支援を確実に行っていくためには、早期の妊娠届が必

要であることからその周知を徹底してきました。その成果としてほとん

どの妊婦が 20 週未満での届出が行われており、母子健康手帳の交付や個

人ファイルの作成がスムーズに行われ、妊婦の健康診査も確実に行われ

ています。 

    妊婦への事業としては、妊婦に対する相談事業や広報の送付、訪問し

ての個別の指導により妊婦の不安解消に取り組み、安全な出産へとつな

がっています。 

    妊婦の多くは就労しており、自身の健康管理が難しい現状にあります。 

また、最近は妊婦健康診査の結果として、高血圧などの有所見率が増

加の傾向があり、妊婦への情報提供や相談事業などを行っていく必要が

あります。     

    平成 26 年には特定不妊治療の助成から始まり、一般不妊治療、男性不

妊治療、不育症治療と対象の治療を拡大してきた。５年間では、５組に

５回助成し４組が成功しています。今後も、妊娠を希望している夫婦等

に各種不妊治療の支援を継続していきます。 

 



4 

３ ゆったりと安心した気持ちでの子育て 

    子育てをゆったりと心に余裕を持ってやっていけるように、次の事業

を行ってきました。 

１）全新生児の訪問・産後うつ予防アンケート調査・乳児委託健康  

診査・乳児相談・１歳児相談・１歳６か月健診・２歳児相談・３

歳児健診・５歳児相談・乳幼児訪問指導・予防接種・情報提供（健

診・予防接種日程等） 

 

    少しでも不安なく子育てを始められるよう、産後に数回のアンケート

を行い、心の状況を把握するとともに子育ての相談に応じながら、育児

不安の軽減に努めてきました。 

    また、子どもの健康診査や歯科健診についても、５歳までの間にでき

る限りの実施をしており、特にも５歳児相談は教育委員会・保育園との

連携を密にし、就学前の重要な相談として行ってきました。 

    予防接種については、対象児の家庭に確実に通知を行い、また健診時

に勧奨するなどして接種率向上に取り組んできました。 

    不安を感じることなく子育てに取り組めるようにするためには、誰も

が気軽に相談でき、支援を受けられる仕組みづくりが重要となっていま

す。 

 

 

４ 子どもがたくましく育つための健康づくり 

    子ども達が明るく元気に育っていくための支援策として、次のとおり

事業を行ってきました。 

     １）乳幼児教室・育児サークル等への支援 

     ２）乳幼児教室（ベビーマッサージ・離乳食教室）・小学生の食育 

  クッキング・広報すみた・広報すこやかちゃん・各種健康教室 

     ３）幼児フッ素塗布・１歳児相談・２歳児歯科健診・５歳児歯科健

診・「めざせ８０２０」 

     ４）子どもの遊び場整備・紹介 

 

    子育てに悩むことが無いように年間を通した「乳幼児教室」の開催や

子育てについて仲間と考えたり活動したりするサークル等への支援を行

い、子どもの健康づくりにつながる支援をしてきました。 

    また、子どもの健康に関する内容を「広報すみた」や「広報すこやか

ちゃん」に掲載するなどその周知に努めてきました。 
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    核家族の増加や共働きのため、乳児から保育園を利用する家庭が増え

ており、支援の方法等を検討して行く必要があります。     

 

 

５ 疾病や障がいがある子どものその子らしい成長 

    疾病や障がいを持った子どもの育成は、その家族だけの取り組みには

限界があり、その支援は重要となります。支援として次の事業を行って

きました。 

     １）関係機関との連携・乳幼児発達支援活動支援 

     ２）生活支援施策等の情報提供・親等の交流の場の支援 

 

    子どもの疾病や障がいは広く知られていないことが多く、その情報提

供と支援機関との連携によりスムーズに支援を行っていくことが大切と

考え、関係機関との普段からの情報交換や勉強会を実施してきています。 

    発達障がい等の早期からの関わりが非常に重要と考え、乳児からの健

診で、保護者、支援者との思いの共有や適した支援方法の検討、特に５

歳児相談では教育委員会との連携によりスムーズな就学・必要な支援を

検討実施できています。目に見えず、周りの人には理解しにくい発達障

がい等に関する知識不足や偏見をなくし、障がいのある子もない子も適

した支援を受けられるようにしていきます。 

    また、特別な支援を必要とする子どもの親等の情報交換の場を作るこ

とにより、思いの共有や育児の不安解消に取り組んでいきます。 
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Ⅶ ５つ目標と方向 

 

 

 

 

■ 施策の方向性 

 １）生命の尊さの理解とパートナーシップの育成 

    自らの体とこころを大切にし、自分らしいライフプランが描けるよう

な支援を行います。生命の尊さを理解し、他者との関係性を育めるよう、

パートナーシップを育成する必要があります。 

 

 ２）思春期の健康管理と意識啓発 

    エイズ・薬物乱用・飲酒・喫煙等に対する正しい意識の普及・啓発及

び思春期の生と性に関する相談を充実させ、自ら心身の健康づくりを図

るよう支援します。 

 

 ３）関係機関との連携 

    思春期は主に学校という現場で生活していることから、学校・教育委

員会・医療機関・相談支援機関等との連携を図りながら、関係機関によ

るネットワークづくりに努めます。 

 

■ 具体的事業 

 １）乳児ふれあい体験 

 ２）思春期健康教育・相談・アンケート調査 

 ３）関係機関によるネットワークづくり 

 

■ 具体的目標 

○ 中学生への性教育・ふれあい体験  各中学校年１回以上実施 

 ○ 「家族や周囲の人に大切にされていると思う」生徒の割合  80％ 

 ○ 「自分のことを好きだと思う」生徒の割合         80％ 

 

  

 

 

 

目標１  思春期からの心と体の健康づくり 
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■ 施策の方向性 

 １）的確な情報管理と医療・健診・受診体制の整備 

    早期妊娠届の励行と、委託健診結果の確認を行い、個々の妊婦の心身

の状態や、家庭職場環境を的確に把握し、個人ファイルを作成し、保健

指導に役立てていきます。 

    また、異常の発生した妊婦が専門の医療機関において、適切な治療を

受けることができるよう、医療機関との情報交換を密にし、支援体制を

整備します。 

 

 ２）妊娠期の正しい知識の普及と適切な栄養管理 

    妊婦への保健指導は、妊娠届出時の妊婦相談や家庭訪問、電話相談等

の個別的な指導を中心とし、妊娠・出産・育児に関する具体的知識と妊

娠中の異常発現防止及び胎児の健康状態把握に関する知識の普及に努め

ます。 

    特に栄養については、妊婦相談・訪問・マタニティー通信を通して、

胎児のことを考えた栄養摂取ができるよう、日常生活に即した指導を行

い、貧血・妊娠高血圧症候群・過剰体重増加を防止します。 

 

 ３）心豊かな育児に向けての支援 

    妊婦への訪問を通じて、よりよい母子関係の確立を図り、かつマタニ

ティーブルーや育児不安に対する配慮を行い、一人で悩まない心豊かな

育児ができるよう支援します。 

 

 ４）妊娠を望む方への支援 

    子どもに恵まれずに特定の不妊治療などを行う夫婦の経済的な負担を

軽減し、子どもを持つことができる機会を増やしていく支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

目標２  穏やかな妊娠期と安全な出産 
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■ 具体的事業 

 １）母子健康手帳の交付・個人ファイルの作成・妊婦委託健康診査 

 ２）妊婦相談・妊婦教室・マタニティー通信・妊婦支援事業・訪問指導 

 ３）岩手県周産期医療ネットワークシステムの活用 

 ４）不妊に悩む方への特定不妊治療・一般不妊治療・男性不妊治療・不育症

治療支援事業 

 

■ 具体的目標 

 ○ 妊婦の喫煙率          ０％ 

 ○ 妊婦健診の受診率      １００％ 

 ○ 早期の妊娠届出（～１９週） １００％  
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■ 施策の方向性 

 １）健診・医療体制の確保と相談支援の充実 

    こんにちは赤ちゃん事業（全新生児の訪問）・乳幼児相談・乳児健診の

機会を通して、個々の事情に合わせた保健指導の実施と育児不安の軽減

に努め、新たに、早期からの母親の心身の状態と対児感情を把握し、必

要なケアを実施することを目的に産婦健診に取り組みます。新生児に対

する聴覚検査の費用の助成により検査を受けやすい環境を整えます。 

    また、住田地域診療センターの小児科出張診療が継続するよう要請し

ていくとともに、近隣市と連携を図り、健診体制・予防接種体制の確保

が図られるよう努力します。 

 

■ 具体的事業 

 １）産婦健診・新生児聴覚検査・こんにちは赤ちゃん事業（全新生児の訪問）・

乳児委託健康診査・乳児相談・１歳児相談・１歳６か月児健診・２歳児

相談・３歳児健診・５歳児相談・乳幼児訪問指導・予防接種・家庭相談

員との連携 

 

■ 具体的目標 

 ○ 「ゆったりとした気分で子供と過ごせる時間がある。」という保護者の 

割合 

      １歳６ヶ月   ７０．０％（H29  ５０．０％） 

      ３歳      ８０．０％（H29   ７８．３％） 

 ○ 「育児の相談相手がいない。」という保護者の割合 

      １歳６ヶ月    ０．０％（H29   ０．０％） 

      ３歳       ０．０％（H29   ８．３％） 

○ １歳６ヶ月までに４種混合初回を終了している子の割合 

             １００．０％（H29 １００．０％） 

 ○ 乳幼児健診の受診率 

      乳児健診   １００．０％（H29 １００．０％） 

      １歳６ヶ月  １００．０％（H29 １００．０％） 

      ３歳     １００．０％（H29  ９６．０％） 

 

目標３  ゆったりと安心した気持ちでの子育て 
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■ 施策の方向性 

 １）正しい育児知識の普及と親子のふれあいを通じて育ち合う支援 

    親子のふれあい体験等を通じてのびのびとした育児・楽しい育児を進

め、近隣市町村の育児サークル等の情報提供や活動の支援をします。 

 

 ２）健康的な生活リズムの確立とより良い食習慣づくりの意識啓発 

    乳幼児期からの教室等を通じて、将来健康的な生活を営むための望ま

しい食習慣づくりを進め、家族が一緒に楽しく食事できる食環境づくり

を支援します。 

 

 ３）家庭・地域・学校ぐるみで取り組む「生涯にわたるよい歯の健康づくり」 

    「めざせ８０２０」事業の一環として、子どものよい食習慣づくりと、

う歯率の低下をめざし、家庭・地域・学校が一体となった普及啓発に努

めます。 

 

 ４）子どもたちが元気にのびのびと遊ぶことができる環境づくり 

    子どもたちの健康的な生活のリズムの確立を図るため、関係機関との

連携を図りながら、安心して遊べる遊び場の整備と情報提供に努めます。 

 

■ 具体的事業 

 １）乳幼児教室・育児サークルへの支援 

 ２）乳幼児教室（ベビーマッサージ・離乳食教室）・小学生の食育クッキング･ 

広報すみた・広報すこやかちゃん・各種健康教室 

 ３）幼児フッ素塗布・歯科保健相談・歯科保健指導・「めざせ８０２０」 

 ４）子どもの遊び場整備・紹介 

 

■ 具体的目標 

 ○ 子どものう歯率の低下 

      １歳６ヶ月児    ０．０％（H29  ０．０％） 

      ３歳児      ２５．０％（H29 ４１．７％） 

 ○ 幼児フッ素塗布の受診率向上 個別  ６０．０％（H29 ５７．７％） 

                 集団  ９０．０％ 

目標４  子どもがたくましく育つための健康づくり 
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■ 施策の方向性 

 １）医療機関・関係機関との連携の確保・確立と相談支援の充実 

    疾病や特別な支援を必要とする子どもが、必要な時に必要な援助を受

けられるよう専門医療機関・各種施設・発達相談機関・他市町など関係

機関との連携を充実させ、より早い情報と適切な助言ができるよう努め

ます。 

    また、来所・電話・訪問等の個別対応を密にし、子どもと家族の理解

に努め、子どもの将来を共に考え、子どもの能力を生かした生活ができ

るよう支援します。 

 

 ２）福祉施策との連携 

    親が孤立して悩むことなく、積極的に社会参加し、明るい家庭生活が

送れるよう福祉サイドとの連携と協力体制を確立し、生活支援施策等の

情報提供、施策の活用を支援します。 

    また、相互学習を通して、育児上の悩みを共感し、問題解決していけ

るよう親の会などの自助グループの活動を支援します。 

 

■ 具体的事業 

 １）関係機関との連携・乳幼児発達活動支援 

 ２）生活支援施策等の情報提供・親の会等の活動支援 

 

■ 具体的目標 

 ○ 関係機関との連携の確保 

 ○ 早期発見・早期対応の継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標５  疾病や障がいがある子どものその子らしい成長 
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Ⅷ 個別事業の内容と目標 

１ 思春期からの心と体の健康づくり 

事 業 名 事 業 内 容 目  標 

【生命の尊さの理解

とパートナーシップ

の育成】 

乳児ふれあい体験 

 

 

 

 

 

 

 

【思春期の健康管理

と意識啓発】 

 

思春期健康教育・相

談・アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関係機関との連携】 

 

関係機関によるネッ

トワークづくり 

 

 

 

生命の尊さの理解と父性・母性の

育成を図るための支援 

①対象者・・・中学生 

②実施回数・・・１～２回／年 

③内 容 

・ 乳児の発達についての講話 

・ 乳児相談時にふれあい体験 

 

 

 

 

 思春期の健康管理及び意識啓発

を図るため、エイズ・薬物乱用・飲

酒・喫煙等に対する正しい知識の普

及啓発を行う。また、思春期におけ

る生と性に関する相談を行う。 

①対象者・・・中学生・高校生 

②実施内容及び回数 

  思春期講演会 １～３回／年 

  思春期相談   随時 

  アンケート調査 随時 

 

 

 

 思春期における健康づくりに関

して、学校・教育委員会・医療機関・

相談支援機関と連携を図りながら、

ネットワークづくりを進める。 

 

 

 

・各中学校年１回以上

の実施 

・生命の尊さを理解す   

 る 

 

 

 

 

 

 

 

・「家族や周囲の人に大

切にされていると思

う」生徒の割合     

８０％ 

・「自分のことを好きだ

と思う」生徒の割合          

       ８０％ 
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２ 穏やかな妊娠期と安全な出産 

事 業 名 事 業 内 容 目  標 

【的確な情報管理と

医療・健診体制の整

備】 

 

母子健康手帳の交付 

 

 

 

個人ファイルの作成 

 

 

妊婦委託健康診査 

 

 

 

 

 

 

周産期医療ネットワ

ークシステムの活用 

 

 

【妊娠期の正しい知

識の普及と適切な栄

養管理・心豊かな育児

に向けての支援】 

 

妊婦相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠届出時に母子健康手帳を交付

する。 

①対象者・・・全妊婦 

 

 母子健康手帳の交付により、個人

ファイルを作成する。 

 

 妊娠届出時に妊婦委託健康診査受

診票を交付する。 

①対象者・・・全妊婦 

②受診票交付枚数 

  健康受診票  １４枚 

  子宮頚がん検診受診票 １枚 

 

県内のネットワークの有効活用に

より安全安心な体制を構築 

 

 

 

 

 

 

 

 母子保健テキスト等を使用しなが

ら安全な出産ができるよう妊娠中の

過ごし方や適切な栄養について指導

を行う。 

 

 

 

 

 

 

・早期妊娠届出率 

     １００％ 

 

 

・全員作成 

 

 

・受診率 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・面接し、状況を把握 
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妊婦教室 

 

 

マタニティ－通信 

 

 

 

妊婦支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

妊産婦訪問指導 

 

 

 

 

 

不妊に悩む方への特

定治療支援事業 

 出産の仕方や適切な栄養摂取、沐

浴の仕方等について指導を行う。 

 

 安全な妊娠出産に向けての正しい

知識の普及や情報提供、妊婦紹介等

を通じて仲間作りを支援する。 

 

 母子保健事業に参加することによ

り、妊娠中の生活や子育てについて

先輩ママからアドバイスを受ける。 

①参加する母子保健事業 

  乳児相談   

  乳幼児教室 

（ベビーマッサージ・離乳食教室） 

 

 妊産婦の状況を的確に把握し、日

常生活に適応した指導や相談を行う

とともに、母乳栄養を推進し、マタ

ニティーブルーや育児不安にならな

いよう心豊かな育児を支援する。 

 

 特定不妊治療・一般不妊治療・男

性不妊治療・不育症治療を行う夫婦

への経済的な支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・随時実施 

 

 

・随時発行 

 

 

 

・母子保健事業との連

携で不安解消 

 

 

 

 

 

 

・１回以上の訪問 

・出産後にも訪問 

・喫煙率  ０％ 

 

 

 

・支援の活用広報 
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３ ゆったりと安心した気もちでの子育て 

事 業 名 事 業 内 容 目  標 

【健診・医療体制の確

保と相談支援の充実】 

 

産婦健診の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは赤ちゃん

事業（全新生児訪問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳児委託健康診査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産後の母体回復、メンタル面の確

認を行い、産後うつへの早期介入を

行う。 

① 内容 

 問診（生活環境、授乳状況等） 

 診察（子宮復古状況、悪露等） 

 体重・血圧測定 

 尿検査 

 エジンバラ産後うつ質問票 

② 対象者・・・全産婦 

 

新生児の発育の状況、育児、生活

状況の確認、母の心身の状態、を中

心に行う。 

三つの質問票 

Ⅰ．育児支援チェックリスト 

Ⅱ．エジンバラ産後うつ質問票 

Ⅲ．赤ちゃんの気持ち質問票 

①対象者・・・全産婦 

②実施方法・・・新生児訪問時 

 

 乳児委託健康診査票を発行し、定

期健診を受ける。 

①対象児・・・全乳児 

②実施回数・・・３回（1･4･10 ヶ月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受診率 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・訪問率 １００％ 

 

 

・回収率 １００％ 

 

 

 

 

 

 

・受診率 １００％ 
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乳児相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１歳児相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１歳６ヶ月健診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２歳児相談 

 

 

 

 

 育児不安の軽減を図るため、育児

相談・栄養指導等を中心に実施する。 

①内容 

  問診（発達・発育・育児環境） 

  計測（身長・体重・胸囲・頭囲） 

  発達チェック 

  栄養指導・育児相談・保健指導 

② 対象児・・・２～１１ヶ月 

③実施回数・・・年６回 

 

 う歯予防を中心に健康教育と育児

相談を行う。 

①内容 

  問診（発達・発育・育児環境） 

  計測（身長・体重） 

  歯科保健指導 

栄養指導・育児相談 

② 対象児・・１１ヶ月～１歳１ヶ月 

③実施回数・・・年４回 

 

児の発達・発育の把握と育児不安

解消のため行う。 

①内容 

  問診（発達・発育・育児環境） 

  計測（身長・体重・胸囲・頭囲） 

  内科診察 

  歯科（健診・保健指導・フッ素塗布） 

栄養指導・育児相談 

② 対象児・・１歳６ヶ月～１歳８ヶ月 

③実施回数・・・年４回 

 

う歯、予防、児の発達・発育の把

握と経過観察児の状況把握、育児不

安の解消のため行う。 

 

 

・参加率  ９０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加率 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受診率 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受診率 １００％ 
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３歳児健診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５歳児相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①内容 

  問診（発達・発育・育児環境） 

  計測（身長・体重・胸囲・頭囲） 

  歯科（健診・保健指導・フッ素塗布） 

  栄養指導・育児相談 

② 対象児・・２歳６ヶ月～２歳８ヶ月 

③実施回数・・・年４回 

 

 児の発達・発育の把握と経過観察

児の状況把握、育児不安の解消のた

め行う。 

①内容 

  尿検査（蛋白・糖・潜血） 

  問診（発達・発育・育児環境） 

  視力・聴力検査 

計測（身長・体重） 

  内科診察 

歯科（健診・保健指導・フッ素塗布） 

  栄養指導・育児相談 

  むし歯ゼロ児の表彰 

③ 対象児・・・３歳６ヶ月～ 

３歳８ヶ月 

③実施回数・・・年４回 

 

う歯予防と児の発達・発育の把握

と経過観察児の状況把握、育児不安

の解消のため行う。 

①内容 

  問診（発達・発育・育児環境） 

  計測（身長・体重） 

  集団遊び 

歯科（健診・保健指導） 

  栄養指導・育児相談 

 ②対象児・・・年中児 

③実施回数・・・年２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受診率 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受診率 １００％ 
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乳幼児訪問指導 

 

 

 

予防接種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供（健診・予防

接種日程等） 

 

 

 

 

 

 

 

 検診や相談等でフォローが必要と

判断される乳幼児及びその家族に対

して随時行う。 

 

 予防接種法に基づき各種予防接種

を行う。また、その正しい知識の普

及を行う。 

①予防接種の実施 

≪定期予防接種≫ 

 ポリオ（不活化） 

 四種混合（ﾎﾟﾘｵ・百日咳・破傷風・ｼﾞﾌﾃﾘｱ） 

 三種混合（百日咳・破傷風・ｼﾞﾌﾃﾘｱ） 

 二種混合（破傷風・ｼﾞﾌﾃﾘｱ） 

 麻しん風しん混合・水痘 

日本脳炎・ＢＣＧ・ヒブ 

小児肺炎球菌 

 子宮頸がん 

≪定期以外≫ 

 インフルエンザ（乳幼児～中３） 

 ロタ胃腸炎（乳児） 

②正しい知識の普及 

予防接種対象児等の保護者あてパ

ンフレット等を配布し、必要に応じ

説明を行う。 

 

 検診や予防接種の日程などの情報

を提供していく。 

 情報提供の方法 

  保護者あて通知 

カレンダー 

ホームページなど 

 

・訪問率 １００％ 

 

 

 

・接種率 １００％ 
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４ 子どもがたくましく育つための健康づくり 

事 業 名 事 業 内 容 目  標 

【正しい育児知識の

普及と親子の触れ合

いを通じて育ち合う

支援】 

 

乳幼児教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児サークルへの支

援 

 

 

【健康的な生活リズ

ムの確立とより良い

食習慣づくりの意識

啓発】 

 

 

 

 

 

 親子のふれあいや様々な遊び・体

験事業を通して必要な知識を習得す

るとともに、楽しく子育てができる

ような仲間づくりにつなげていく。 

Ⅰ．離乳食教室 

  離乳食の正しい与え方、進め方

について、月齢に応じた離乳食作

りを学習する。 

 

Ⅱ．ベビーマッサージ 

  赤ちゃんの精神の安定と心身の

発達を促し、親子の絆を深め愛し

愛される関係が築いていくため行

う。また、お母さんの産後ストレ

ッチも行うことにより、精神の安

定にもつなげていく。 

①対象・・・・乳児を持つ保護者 

②実施回数・・年２回 

 

 

育児サークルが行う事業への支援

を行う。 
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小学生の食育クッキ

ング 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報すみた・広報すこ

やかちゃん 

 

 

 

 

 

各種健康教室（両親・

祖父母・一般） 

 

 

 

 

 

【家庭・地域・学校ぐ

るみで取り組む「生涯

にわたるよい歯の健

康づくり」】 

 

幼児フッ素塗布 

 

 

 

 

 

 

 将来を担う子ども達が、生涯にわ

たり健康的な食生活を実践できるよ

う、住田の安全・安心な食材を活用

した食体験等を通じて、子ども達の

「生きる力」を育む食育・食環境づ

くりを推進する。 

①対象・・・小学生と保護者 

②実施回数・・・２地区×年１回 

 

 

 楽しく育つための生活習慣の確立

及びより良い食習慣づくりについ

て、広報を通じて意識の高揚を図る。 

①対象児・・・就学前 

②発行回数・・・年４回 

 

 

 健康教室や高齢者教室、家庭教育

学級等を通じて、子ども達のより良

い生活習慣の確立及び食習慣づくり

について、町ぐるみで取り組む意識

啓発を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 幼児のむし歯予防とう歯率低下を

目的に実施する。 

・１歳６ヶ月児（集団 1 歳半） 

・個別受診券発行（2歳時点） 

・２歳児相談（集団 2 歳半） 

・３歳児健診（集団 3 歳半） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フッ素塗布の受診率

向上 集団 ９０％ 

   個別 ６０％ 

う歯罹患率の低下 

１歳６ヶ月 ０．０％ 

３歳   ２５．０％ 
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歯科保健相談 

歯科保健指導 

 

 

 

 

 

「めざせ８０２０」 

 

 

 

 

 

 

【子ども達が元気に

のびのびとあそぶこ

とができる環境づく

り】 

 

子供の遊び場整備・紹

介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１歳児相談 

１歳６ヶ月児健診 

２歳児相談 

３歳児健診 

５歳児相談 

 

 

 「生涯にわたるよい歯の健康づく

り」を進めるため、家庭・学校・知

育ぐるみで取り組むための普及啓発

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 関係機関との連携を図り、子ども

たちが元気にのびのびと遊ぶための

環境づくりを進める。また、安心し

て遊べる場所の紹介等を行う。 
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５ 疾病や障がいがある子どものその子らしい成長 

事 業 名 事 業 内 容 目  標 

【医療機関・関係機関

との連携の確保・確立

と相談支援の充実】 

 

乳幼児発達活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関との連携 

 

 

 

 

 

 

【福祉施策との連携】 

 

生活支援施策等の情

報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 専門機関による個別の相談を行う

ことにより、児の発育発達を助け、

育児不安等の軽減を図る。 

①子育て相談…児童家庭支援センタ

ー大洋 

②発達相談…県立療育センター 

③療育手帳更新申請・相談 

 …一関児童相談所(巡回児相) 

 

 疾病や障がいを持つ子どもや家庭

に対し、その子の持つ能力を生かし

た生活を営むことができるよう、医

療機関・保育園・児童養護施設・児

童相談所等との連携と支援体制の整

備を進める。 

 

 福祉や年金担当者との連携を図

り、疾病や障がいのある子どもや家

族への望ましい支援を行う。 

・自立支援医療（療育医療・育成医療） 

・児童手当 

・児童扶養手当 

・特別児童扶養手当 

・障害児福祉手当 

・身体障害者手帳の交付 

・療育手帳の交付 

・補装具・日常生活用具の給付 

・施設入所・通園 

・ヘルパー派遣 

・療育相談 
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親の会等の活動支援  疾病や障がいのある子を持つ家族

が、相互学習等を通じて、育児上の

悩みを相談し合い、問題解決してい

けるよう親の会等の活動を支援す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


